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平成２２年８月２７日 

各      位 

                     会社名   株式会社セイクレスト 

代表者名  代表取締役 青木 勝稔 

   （ＪＡＳＤＡＱ・コード番号８９００） 

問合せ先  取締役経営管理本部長 足立 和重 

                                      電話    ０６―６２６４―７０７７ 

  

業績予想の修正に関するお知らせ 

  

当社は、平成22年５月14日付「平成22年３月期 決算短信」にて公表いたしました平成23年３月期の

業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１． 業績予想値の修正 （単位：百万円） 

（１） 平成 23 年３月期第２四半期連結業績予想数値（平成 22 年４月１日～平成 22 年９月 30 日） 

 

（２） 平成 23 年３月期通期連結業績予想数値（平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31 日） 

 

２． 業績予想の修正理由 

当社グループの属する不動産業界においては、地価の下落や建築コストの低下等により都心部を中

心に分譲マンション着工に回復の動きがみられ、需要面では、住宅取得資金に係る贈与税の非課税枠

拡大や、住宅ローン減税、住宅エコポイント等による政策支援による一定の効果はあったものの、所

得の伸び悩みや先行きへの漫然とした不安等から、需要の本格的な回復には至らず、当社の業績に関

しましても各事業部において当初予想に比して低調に推移したことから、第２四半期累計期間及び通

期の業績予想数値について当初予定していた数値を下回るものとなる見込みであります。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 692 △94 △101 △101

今回発表修正（Ｂ） 182 △157 △175 △175

増 減 額（Ｂ－Ａ） △509 △63 △74 △74

増 減 率（％）   △73.6％  －％ －％ －％

＜ご参考＞ 前期同期 実績 259 △190 △251 △258

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 2,344 77 24 24

今回発表修正（Ｂ） 1,253 △146 △194 △194

増 減 額（Ｂ－Ａ） △1,090 △224 △218 △218

増 減 率（％）   △46.5％  －％ －％ －％

＜ご参考＞ 前期同期 実績 462 △472 △579 △607
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買取再販事業（セグメント上は企画不動産販売事業）においては、第４回株式会社セイクレスト新

株予約権の行使資金によって販売用不動産を取得・販売していく予定としておりましたが、当初の計

画通りに行使が進まない状況が継続し、未だに物件取得のための資金を確保できず計画は遅延してお

り、第２四半期累計期間及び通期の業績予想数値について当初予定していた数値を下回るものとなる

見込みであります。具体的には、第２四半期累計期間において平成22年８月から平成22年９月までの

間に物件販売による売上330百万円を予定していたものが無くなる見込みであること、また、下期以降

の平成22年10月から平成23年３月の期間において物件販売による売上816百万円を予定していたもの

が平成23年２月からの売上312百万円に変更となる見込みであることによるものであります。 

開発事業（セグメント上は企画不動産販売事業）においては、前期末に取得したリゾート地の販売

について第４回株式会社セイクレスト新株予約権の行使資金を当該リゾート地の販売に係る物件販売

に係る土地整備費用、広告宣伝費等に充当する予定としておりましたが、当初の計画通りに行使が進

まない状況が継続し、当初予定していた販売開始時期（当初は平成22年４月より販売開始予定）及び

販売計画に遅延が生じており、第２四半期累計期間及び通期の業績予想数値について当初予定してい

た数値を下回る見込みであります。具体的には、第２四半期累計期間において平成22年８月から平成

22年９月までの間に土地販売による売上125百万円を予定していたものが無くなる見込みであること、

また、下期以降の平成22年10月から平成23年３月の期間において予定していた土地販売による売上245

百万円（下期の売上）が一部減少し200百万円（下期の売上）となる見込みであることによるものであ

ります。 

流動化事業においては、下期に予定している物件の売却価格について、現在の不動産市況を鑑み当

初予定していた売却価格より保守的に見積もったことから、第２四半期累計期間及び通期の業績予想

数値について当初予定していた数値を下回る見込みであります。具体的には、下期以降において予定

している物件売却による売上が一部減額となる見込みであることによるものであります。 

 

 

以   上 


